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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

終末糖化産物受容体(RAGE)は，様々な慢性炎症疾患に関係することが知られているが，そのメ

カニズムの多くは未だ解明されていない。我々は気道過敏性及びアレルギー性気道炎症における

終末糖化産物受容体(RAGE)の役割について検討した。RAGE 欠損マウスと野生型マウスに卵白

アルブミンを感作曝露し気道炎症を評価したところ，RAGE 欠損マウスでは，野生型マウスに比

較し好酸球性炎症が軽度であった。全身及び肺での Th2 サイトカイン産生は抑制されており，肺

内の 2 型自然リンパ球数も少なかった。さらにキメラマウスによる検討で，組織の RAGE を欠く

マウスで気道炎症が抑制されており，一方非感作の状態で気道過敏性が亢進していた。非感作の

RAGE 欠損マウスでは IL-33 が増加しており，IL-33 の受容体である ST2 の抗体を投与すること

で気道過敏性は抑制された。これらの結果から，肺の組織構築細胞がアレルギー性気道炎症の成

立に重要な役割を果たしており，気道過敏性の制御にも関わっていることが示唆された。 
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